
NPO法人 こどもの未来を考える会
2023年度総会議事次第

１ 開会・挨拶

２ 参加者自己紹介

（審議事項）

３ 2022年度 事業報告・会計報告・監査報告

（報告事項）

４ 2023年度 活動体制・事業計画・予算計画

５ 会員の夢実現WS

６ 交流会



①子ども・若者・女性等多世代の居場所づくり、交流事業

カフェ＆スペース ひこうせんでの週４日の子供の居場所づくり

一緒に遊んだり、勉強したり、楽しい放課後の居場所づくりを実践。
高森文庫や自然学校やっほーとも連携して、ひこうせん以外の場所でも居
場所づくりを実践

NPO法人 こどもの未来を考える会 2022年度事業報告



寄付いただいたジャガイモで
お菓子作り

交通安全教室の開催



毎月のひこうせんだよりの発行・夏休み企画



夏休み企画の様子 富士見高原リゾートとの連携による
ユニバーサルツーリズムの学び



高森文庫さんとの連携による高森文庫での居場所と外遊び

自然の材料で、アート作品づくり



自然学校ヤッホーとの連携により１ヵ月に１回
自然体験の実践



①子ども・若者・女性等多世代の居場所づくり、交流事業

アートセラピー はなうた （月１回）

毎回違うテーマを与えて、自由創作とシェアリング（作品を発表して分かち合う時間）で1時間半。
＜創作時間＞たっぷりの材料から、使ってみたい興味あるものや好きなものを手に取り、ゼロから考え
て好きなようにつくるのが、「はなうた」スタイル！描く、工作、編む、縫う、詩を書く、文章を書く、
歌う、踊る、など、楽しいと思える表現を見つけて創作します。

＜シェアリング＞作者が作品について語り、参加者の皆さんが感想や質問をして、お互いにいろんな発
見や気づきを得る時間。時に、言葉にできない気持ちや嫌な体験を伝えて、気持ちを浄化したり、共感
を得たり。そういった交流を経て、気持ちを取り直す子もいます。



①子ども・若者・女性等多世代の居場所づくり、交流事業

みんなのえんがわ （月２回）



すずのねカフェさんで開催された
一日店長イベントへ協力



Yukartさんによるアートワークショップの開催



子ども達にお弁当を
届けて

温かく見守り

なるべく
地域産の

安心安全な素材

② 食等を通じたまちづくり事業

富士見町からの委託による見守り（わんぱく）弁当事業

フードドライブのお
米（地域の真心米）

の活用



②食を通じたまちづくり事業
カフェスペースを会員に貸し出し、シェアcafe方式によりこだわりの

美味しい食を提供、賃料分はNPO法人に寄付をいただく

Yukart
（酵素玄米のカレー
やオムライス）

たきこはん
（酵素玄米と和食の
メニュー）

Living things as they are
(ヴィ―ガンスイーツ・
ヌードル等）



月２回 食を通じた多世代の居場所
ひこうせん食堂を開始

② 食等を通じたまちづくり事業

ひこうせん食堂の開始



こどもたちと一緒に楽しいひこうせん食堂



アトリエDEFの端材を利用したお皿の販売
収益をこどもの未来を考える会に寄付へ

https://tadori.jp/



③ 持続可能な地域づくりに関する事業

リユース商品・手作り商品の販売コーナーづくり

ご自由にお持ちくださいスペースづくり



縄文ハロウィンイベントに出店

バザー＆こどもダーツで大賑わい



ひこうせんを通じた
地域のSDGs実現への貢献

リユース
フードドライブの
実践

食の提供

自己肯定感
を高める学
びの場

女性の夢実
現

シェフ起業
支援多世代の交

流

社会

環境

経済



富士見町未来のまちづくり・ラボ構想

学びの郷 SDGs・地域経済循環のまちづくりワークショップ

等を通じたリビングラボづくり

「食」「森」の魅力等を生かした地域経済循環の実践
地域内経済循環
の実践・協働
プロジェクト

交流
の場

活躍
の場

子ども・若者の居場所と創造の場づくり創造
の場

未来を担う
子ども・若者支援

③ 持続可能な地域づくりに関する事業

富士見まちづくりラボ
（商工会・合同会社きざしとのコンソーシアム事業）



学びの郷 SDGs・地域経済循環のまちづくりワークショップ

等を通じたリビングラボづくり

交流
の場



「食」「森」の魅力等を生かした地域経済循環の実践
地域内経済循環
の実践・協働
プロジェクト

活躍
の場



SDGsつながりマップ

やつリンク

富士見・八ヶ岳山麓の人・もの・コト

をつなげる魅力発信アプリ

やつリンクを通じて、地域のお店、事業者、団体が

①SDGSを考えるきっかけが得られる。

②SDGSに取り組むヒントが得られる。

③SDGSによる価値創造ができる（SDGSの取組発信）

④お店等の課題解決につなげる（例：求人）

⑤他の事業者、団体、住民とつながって地域のSDGS実現

につながるプロジェクトが始まる



令和４年度子どもの未来をかんがえる会支出計

経常費用 　合計

事業費 シェアカフェ会 見守り弁当 居場所（県社共） 居場所（町社共）
居場所(休眠預金）

ふじみまちづくりラボ

給料手当 454,837 48,655 2,602,300 3,105,792

謝金 20,000 160,000 180,000

家賃 551,000 551,000

旅費交通費 80,457 82,887 163,344

光熱費 157,247 182,716 339,974 679,937

通信費 89,439 89,439

消耗品費 68,838 68,838

食糧費 145,500 48,284 38,524 232,308

広告宣伝費 661,479 661,479

印刷製本費 20,910 100,948 121,858

支払い手数料 440 12,650 13,090

保険代 46,926 46,926

雑費 12,000 55,857 70,645 138,502

会議費 5,900 5,900

管理費 0

給料手当 91,596 175,000 266,596

雑費 62,286 13,200 75,486

会計委託費 354,646 354,646

合計 157,247 121,212 1,011,403 89,194 48,655 5,327,430 6,755,141

定款事業毎

集計
5,376,0851,379,056

24



理事会
（事業計画決定機関）

総会

会計労務チーム
（小林・細川・野中・中島）

カフェ・キッチン
（樋口、河野、小林（淳）、
佐藤、安部、武井、大森、

小林（千））

居場所チーム
（野口、樋口、青木、久保川、斎
藤、中島、西、井出、野中（はつ
え・大地）

事務局チーム
（小林・斎藤・中島・山田）

事務局サポート
（伊与久）

わんぱく弁当チーム
（野中、小林、河野、樋口、安部、
野口、西川、青木、斎藤）

アトリエはなうた
チーム

（西川・小林）

NPO法人こどもの未来を考える会 2023年度活動体制

理事：中島（代表）、伊与久（副）、山田（副）、斎藤
監事：青木

ひこうせん食堂チーム
（斎藤、森山、久保川、河邉、村
上、塩谷、小笠原、進藤）

ユースセンターチーム
（花岡、井出、西、中島、青木、

斎藤、山田、村上、片瀬、）



会員カフェ・キッチン利用寄付(2023.5～）

カフェスーペース キッチンスペース

会の活動としての利用 無料 無料

理事の利用 無料 3時間単位 500円

カフェスタッフ
（会員）

（見守り弁当の日）

8:00-18:00 １時間 500円 （光熱費込み）

（見守り弁当以外の日）

8:00-18:00 １時間単位 300円 （光熱費込み）

18:-00 以降（いつでも） １時間 300円（光熱費込み）

保険代：年間3000円
個人専用の冷蔵庫・冷凍庫を置く場合、常時利用の電気器具を設置する場合は、
追加料金（電気代を計測して実費をお願いする）
半年を超えたら、飲食店営業許可を個別にとることを推奨

カフェ起業支援
（会員・お試し１ヵ月）

半日（４時間以内） 1000円
１日（８時間以内) 2000円（カフェスタッフが使わない日）

シェアキッチン単発利用
(会員）

1時間単位 1000円

会員イベント企画 3時間単位 1000円＊ なし

スタッフ会員利用 2時間ごとに 500円＊ なし

会員・賛助会員利用 2時間ごとに 1000円＊ なし

非会員利用 1時間ごとに 1000円＊ なし

カフェ・居場所・ひこうせん食堂・アトリエはなうた・会活動 優先的に決定

＊冬季期間（暖房利用）２時間毎に＋500円（シェアキッチン・理事・会利用以外）



NPO法人こどもの未来を考える会 2023年度事業計画

①子ども・若者・女性等多世代の居場所づくり、交流事業

• ひこうせんでの子供の居場所づくり（月、水、金）

毎月第２月曜日はボードゲームの日

毎月第３水曜日は高森文庫の日

「放課後に森へ！」（ヤッホーの森、ぽっちの森）

学校休み期間はスタッフ提案によるイベント開催

オッコー祭り・縄文ハロウェインでのイベント出店 等

・アートセラピーはなうた （月１回）

・せんすいかん （木曜日）

・みんなのえんがわ

（高齢者等地域のみなさんの居場所）

毎月第２、４ 水曜日 13:00-15:00





NPO法人こどもの未来を考える会 2023年度事業計画

①子ども・若者・女性等多世代の居場所づくり、交流事業

• 10代の居場所ユースセンターの立上げ検討

中高生のニーズ把握、大学生とのつながりづくり

場所の検討、町・学校・商工会等との連携体制づくり



NPO法人こどもの未来を考える会 2023年度事業計画

②食を通じたまちづくり事業

・シェアカフェ （シェアカフェ希望者募集中！）

・見守り弁当事業

• ひこうせん食堂 （第２・第４水曜日 17:00-19:00)

• 夏休みこどもフェス 7月22日
（富士見町更生保護女性会と共催、栄養士会協力）



NPO法人こどもの未来を考える会 2022年度事業計画

③持続可能な地域づくり事業

〇ひこうせんでのリユース・リサイクル事業

・地域の手作り品販売事業

・会員の研修・学びの場づくり

・会員のみなさんのアイデアでわくわくする・地域を元気にする活動を
展開

〇富士見まちづくりラボ事業

・学びの郷：協働農園プロジェクト

富士見高校総合学習支援プロジェクト

・地域経済循環プロジェクト

やつリンクを通じたSDGSの地域づくり支援

地球温暖化対策プロジェクト
５０年の森ビジョン検討プロジェクト



直接事業費 単価 日数/回数人 月 小計 合計

企画コーディネート 5000 1 4 12 240000

学習ボランティア 3000 18 2 12 1296000

はなうた 14000 1 12 168000

合計 1704000

地代家賃 45000 12 540000

通信運搬費 ひこうせんWIFI/電話 8000 12 96000

諸謝金 10000 10 1 100000

お菓子、飲み物 4000 12 48000

ひこうせん食堂 10000 24 240000

288000

印刷製本費 チラシ、インク 4000 12 48000

広告宣伝費 0

お弁当容器 1000 12 12000
ちり紙、トイレットペーパー、

文房具
2500 12 30000

調理器具 40000

居場所備品 40000

122000

旅費交通費 200 14 2 12 67200

支払手数料 500 20 10000

雑費 町内会費、その他 3000 12 36000

合計 3011200

間接事業費 単価 日数/回数人 月 小計 合計

人件費 経理 5000 1 1 12 60000 60000

光熱水費 35000 12 420000

雑費 0

委託費 会計事務所　４月分 30000 1 30000

会計事務所　５月～３月 10000 11 110000

合計 560000

評価関連経費 単価 時間 人 月 小計 合計

評価（これまでの成果整理）1000 20 1 5 100000

評価 1000 10 3 30000 130000

諸謝金 10000 2 5 100000

印刷製本費 30000 30000

消耗品費 20000 1 20000

旅費交通費 40000 1 40000

合計 320000

全体合計額 3891200

人件費

人件費

食料費

消耗品費

令和５年度予算（子供の居場所関係）

富士見まちづくりラボ全体

科目

人件費
1,780,000

地代家賃

通信運搬費

諸謝金
550,000

食料費 5,000

印刷製本費 100,000

広告宣伝費 620,000

消耗品費 5,000

旅費交通費

50,000

支払手数料 3,000

雑費 5,000

会議費

管理的経費 人件費 30,000

人件費 149,500

諸謝金 60,000

印刷製本費 30,000

消耗品費 22,500

旅費交通費 80,000

総額 3490000

直接事業費

評価関連経費

令和５年度予算（まちづくりラボ）


